
 

地
価
公
示
予
算
の
確
保
に
関
す
る
決
議
（
案
） 

地
価
公
示
は
、
公
正
・
客
観
的
な
地
価
を
示
す
も
の
と
し
て
不
動
産
取
引

の
重
要
な
指
標
で
あ
る
と
と
も
に
、
不
動
産
鑑
定
評
価
の
規
準
、
相
続
税
・

固
定
資
産
税
評
価
の
基
準
等
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
地
価
情
報
イ
ン

フ
ラ
の
根
幹
と
し
て
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

お
り
、
極
め
て
重
大
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。 

地
価
公
示
の
地
点
数
は
、
本
議
員
連
盟
の
決
議
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
九

年
地
価
公
示
か
ら
二
六
、
〇
〇
〇
地
点
に
回
復
し
、
ま
た
、
次
回
の
地
価
公

示
か
ら
は
、
本
議
員
連
盟
勉
強
会
の
提
言
を
受
け
、
き
め
細
か
に
多
く
の
地

点
の
地
価
動
向
を
把
握
す
る
新
し
い
仕
組
み
が
始
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
地
価
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、

ホ
テ
ル
や
店
舗
の
需
要
が
強
い
エ
リ
ア
や
地
域
経
済
の
先
行
き
不
安
の
あ

る
地
域
で
影
響
が
比
較
的
強
く
現
れ
る
な
ど
、
近
年
の
地
価
の
回
復
傾
向

の
中
で
確
認
さ
れ
た
個
別
化
・
多
極
化
傾
向
は
感
染
症
の
影
響
に
お
い
て

も
見
ら
れ
る
。
国
民
の
生
活
と
雇
用
を
守
り
、
事
業
を
継
続
し
、
経
済
の
回

復
に
つ
な
げ
る
政
策
を
講
じ
る
上
で
、
地
価
動
向
を
き
め
細
か
に
把
握
す

る
必
要
性
は
増
し
て
お
り
、
地
価
公
示
制
度
の
重
要
性
が
格
段
に
高
ま
っ

て
い
る
。 

地
価
公
示
が
地
価
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
根
幹
と
し
て
の
役
割
を
着
実
に
果

た
す
た
め
、
本
議
員
連
盟
は
、
以
下
、
決
議
す
る
。 

記 

一 

地
価
公
示
地
点
数
二
六
、
〇
〇
〇
を
堅
持
す
る
こ
と
。 

一 

鑑
定
評
価
員
の
報
酬
単
価
、
分
科
会
活
動
等
の
運
営
経
費
に
つ
い
て
、

地
価
公
示
の
精
度
の
確
保
に
不
可
欠
な
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
。 

一 

地
価
公
示
を
は
じ
め
地
価
情
報
に
関
す
る
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
。 

令
和
二
年
十
月
六
日 
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